
新グラウンドの候補地が決定しました ２

水源の里だより ～連絡会議を開催～　　　 ３

市民スキー大会 参加者募集 11

次回の広報まいばら発行日　２月１日号　１月28日（木）

主 な 内 容
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市
で
は
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建

設
に
向
け
て
検
討
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
地
元
の
ご
理
解
を
得
て
、

市
場
・
夫
馬
地
先
を
候
補
地
に
決
定

し
ま
し
た
。

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
現
在
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
西
山
地
先
・
三
友
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
建
設

す
る
も
の
で
、
現
在
測
量
業
務
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
工
事

に
着
手
し
、
平
成
23
年
４
月
オ
ー
プ

ン
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
グ
ラ
ウ
ン
ド（
約
１
５,
０
０
０
㎡)

野
球
コ
ー
ト
１
面（
少
年
野
球
の
場
合
は

２
面
）ま
た
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
１
面（
少

年
サ
ッ
カ
ー
の
場
合
は
２
面
）・
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
・
ダ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
ト
イ
レ

●
駐
車
場（
約
５,
０
０
０
㎡
約
２
０
０
台
）

●
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備

●
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
設
備

日
　
時

１
月
23
日（
土
）

10
時
〜
12
時
10
分

会
　
場

ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
ベ
ル
ホ
ー
ル
３
１
０

内
　
容

☆
実
演

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
お
は
な
し
）

☆
講
演

「
本
と
で
あ
い

人
と
つ
な
が
り

世
界
が
ひ
ろ
が
る
」

講
師
　
横
山
真
貴
子
先
生

（
奈
良
教
育
大
学
准
教
授
　
発
達
心
理
学
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
の
発
達
の

専
門
家
）

☆
対
談

講
師
・
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
対
談

学
校
支
援
地
域
本
部
の
取
り
組
み
の
様

子
、
小
学
１
年
生
・
中
学
１
年
生
の
感
想

な
ど
の
発
表
を
題
材
に
対
談

☆
読
書
感
想
文
の
発
表

設
備
内
容

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
候
補
地
が

市
場
・
夫
馬
地
先
に
決
ま
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
む
た
め
「
み
ん
な
で
本
を
読
も

う
」
と
題
し
、
図
書
館
と
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
学
校
と
の
連
携
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
支
援
活
動
、
学

校
へ
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
成
果
発
表
会
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
の
読
書
習
慣
を

育
み
た
い
と
思
わ
れ
る
保
護
者
の
方
や
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
　
成
果
発
表
会

「
み
ん
な
で
本
を
読
も
う
」

市 政 ト ピ ッ ク ス

お
問
い
合
わ
せ
　

ま
な
び
推
進
課
（
山
東
庁
舎
）

1
５
５
―
８
１
０
６
5
５
５
―
４
０
４
０

お
問
い
合
わ
せ
　

ま
な
び
推
進
課
（
山
東
庁
舎
）

1
５
５
―
８
１
０
６
5
５
５
―
４
０
４
０

お
問
い
合
わ
せ
　

近
江
図
書
館
　
1

５
２
―
５
２
４
６

山
東
図
書
館
　
1

５
５
―
４
５
５
４

伊吹高校

大原小学校

大東中学校

予定地
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国
保
運
営
協
議
会
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定

に
つ
い
て
答
申
さ
れ
ま
し
た

市
長
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の

改
定
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
て
い
る

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

12
月
25
日
、
医
療
費
の
増
加
お
よ
び

資
産
割
の
段
階
的
廃
止
を
主
な
理
由

と
し
た
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
改
定
と
保
健
事
業
へ
の
提
言
な

ど
を
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、
市
で
は

改
正
案
を
３
月
定
例
会
に
提
出
予
定

で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
財
政
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
広
報
ま
い
ば
ら
12
月
15
日

号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
民
部

医
療
保
険
課
（
近
江
庁
舎
）

1
５
２
―
６
９
２
２
5
５
２
―
８
７
３
０

会長の山中茂樹さんと副会長の和田登美子
さんから、市長へ答申されました。

集落支援員 伊富貴
い ぶ き

忠
た だ

司
し

過疎・高齢化する集落への目配りや住民の
声の幅広い吸い上げ、行政と集落の仲立ち
としての役割などを担っていただきます。

12
月
18
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
（
上

板
並
）
で
、「
水
源
の
里
指
定
地
域

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
市
と
指
定
地
域
の

集
落
が
、
今
後
共
同
で
実
施
を
予
定

し
て
い
る
集
落
実
態
把
握
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
う
た
め
に
開
い
た
も

の
で
す
。
地
元
か
ら
は
指
定
地
域

（
伊
吹
北
部
８
集
落
）
の
各
区
長
と

東
草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
、
姉
川

せ
せ
ら
ぎ
懇
話
会
の
代
表
者
が
、
ま

た
、
市
か
ら
は
「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら
推

進
本
部
」
の
本
部
長
で
あ
る
柴
田
副
市
長

と
９
部
27
課
を
代
表
す
る
職
員
（
集
落
支

援
職
員
）
27
名
の
ほ
か
、
こ
の
ほ
ど
就
任

い
た
だ
い
た
「
集
落
支
援
員
」
が
出
席
し

ま
し
た
。

柴
田
本
部
長
は
「
集
落
の
過
疎
化
・
高

齢
化
の
問
題
は
一
部
の
地
域
の
問
題
で
は

な
い
の
と
同
時
に
、
行
政
も
未
体
験
の
課

題
。
行
政
も
一
丸
と
な
り
、
当
地
域
を
モ

デ
ル
に
集
落
の
実
態
把
握
や
地
域
と
の
話

し
合
い
を
行
い
、
新
た
な
対
応
策
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

指
定
地
域
で

連
絡
会
議
を
開
催
！東草野 

まちづくり懇話会 
［甲津原・曲谷・甲賀・吉槻］ 
 
姉川せせらぎ懇話会 
［上板並・下板並・大久保・小泉］ 
 
 

副市長（本部長） 
政策推進部長（副本部長） 
各部長、地域統括監（本部員） 
水源の里振興室（庶務） 

集落支援職員　27名 
集落の実態把握を行う職員 
 

集落の持続のための取り組みの検討 

問題・課題を地域と行政が共有！ 

実態調査・話し合い 

指定地域 水源の里まいばら推進本部 
集落支援員 
集落と 
市役所の 
連携を 
サポート 

地区担当ごとに顔合わせをし、今後の課題整理の方法などに
ついて話し合いました。

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
連
絡
会

議
を
随
時
開
催
し
、
市
民
の
安
全

と
安
心
を
守
り
、
集
落
の
持
続
を

支
え
る
仕
組
み
や
施
策
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

お問い合わせ　　水源の里振興室（伊吹庁舎） 1５８―１１２１　5５８―１６３０



さ
ん
と
う
運
動
自
主
グ
ル
ー
プ
は
、
以
前
に

紹
介
し
た
ま
い
ば
ら
運
動
自
主
グ
ル
ー
プ
と
同

様
、
平
成
19
年
度
に
行
わ
れ
た
市
の
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
事
業
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
活
動
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
み

ん
な
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
、
週
１
回
の

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
や
有
酸
素
運
動
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

「
仲
間
と
楽
し
く
快
適
な
汗
を
か
き
、
健
診
デ

ー
タ
が
改
善
し
た
」「
肩
こ
り
が
解
消
さ
れ
た
」

と
の
う
れ
し
い
声
も
聞
か
れ
、
運
動
を
継
続
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
大
歓
迎
で
す
！
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
に
つ
い
て

〜
早
期
診
断
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
〜

認
知
症
は
様
々
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が

壊
れ
る
為
に
起
こ
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も

の
で
す
。
様
々
な
原
因
が
あ
る
の
で
、
治

る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。
認
知
症
で
あ
っ
た
と
し
て
も
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
認
知
症
の
症
状
を
止
め

る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
初
期
に
見
ら
れ
る
症
状
を
挙

げ
ま
し
た
。
周
囲
の
方
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
ら
、
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診

し
早
期
診
断
・
早
期
治
療
を
し
ま
し
ょ

う
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

お問い合わせ　　高齢福祉課内 地域包括支援センター（山東庁舎） 1５５―８１１０

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

仲
間
と
楽
し
く

健
康
づ
く
り

〜
さ
ん
と
う
運
動
自
主
グ
ル
ー
プ
〜

初
期
症
状

●
同
じ
話
を
無
意
識
の
う
ち
に
繰

り
返
す
。

●
知
っ
て
い
る
人
の
名
前
が
思
い

出
せ
な
い
。

●
物
が
置
い
て
あ
る
場
所
を
忘
れ

る
。

●
今
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を

忘
れ
る
。

●
理
由
も
な
い
の
に
気
が
ふ
さ
ぐ
。

●
人
と
会
っ
た
り
外
出
す
る
こ
と

が
お
っ
く
う
に
な
り
、
行
事
に

参
加
し
た
が
ら
な
い
。

●
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
る
。

●
調
理
な
ど
日
頃
で
き
て
い
た
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。

進
行
す
る
と
…

●「
い
つ
」・「
ど
こ
」・「
だ
れ
」が
わ

か
ら
な
い
。

●
昼
と
夜
の
区
別
が
つ
か
な
い
。

●
夏
に
冬
の
服
装
を
し
た
り
す
る
。

●
家
族
に
「
誰
で
す
か
？
」
と
た

ず
ね
る
。

●
道
に
迷
い
や
す
く
な
る
。

●
食
事
を
し
た
直
後
に
食
事
を
し

た
こ
と
を
忘
れ
る
。
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健康づくり
情報掲載募集中

あなた（団体を含む）の健康づ
くり体験談や健康づくり活動の情
報をお寄せください。
詳しくは健康づくり課までお問
い合わせください。

★活 動 日 毎週水曜日　
9：30～11：00

★活動場所 山東健康福祉センター
健康ルーム

★内　　容 筋力アップ運動
有酸素運動

★参 加 費 無料
★参加方法 直接会場にお越し

ください。

この前ご近所の 
○○さんがね…… 

あら、 
さっきと同じ話…？ 



お問い合わせ　
防災安全課（近江庁舎）1５２―６６３０

栄養士からのワンポイントアドバイス
インドの代表的な鶏肉料理です。ヨーグルトで漬

け込むことによってお肉が柔らかくなり、美味しく
なります。

鶏もも肉 60g×4切れ
塩、こしょう 少々
ケチャップ 大さじ1

しょうゆ 小さじ1
カレー粉 小さじ1/2
ヨーグルト 大さじ2

① 鶏肉は塩こしょうをして、フォークで数ヵ所ついておく。
② ボールに材料を入れてよくかき混ぜ、①を漬け込む。
③ フライパンにサラダ油を熱し、こがさないように
表・裏両面をじっくり焼く。また、250度に熱した
オーブンで13分ほど焼くと、なおおいしくなります。

材料（４人分）

作り方
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12月18日の給食
安全で安心して暮らすために、自分でできる
防犯について考えてみませんか。

防犯のポイント
●空き巣や忍込み対策
・玄関先などにアラーム付きセンサーライトを
取り付ける（泥棒は音や光を嫌がります）
・玄関ドアや窓の施錠は主施錠だけでなく、補
助錠を取り付ける
・就寝前・外出時の戸締まりを念入りにする

●乗り物盗（自動車・自転車・オート
バイ盗）対策

・少しの間でも乗り物から離れるときは、必ず
施錠する
・自転車、オートバイにはツーロック施錠する
・自転車、オートバイの防犯登録をする
（自転車の防犯登録は法律で義務づけられています。）

・路上に放置せず、駐車（輪）場へ駐車する

●車上ねらい対策
・必ず施錠する
・自動車の中に貴重品など、大切なものは置か
ない
・周囲からの見通しがよく、照明や防犯カメラ
など、防犯設備の整った駐車場へ駐車する
・車の振動を感知する盗難防止アラームなどを
取り付ける

OK!



市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
新
年
は
大
雪
の
中
で
明
け
ま
し
た
。
こ
の
雪
で
市
内
の

ス
キ
ー
場
が
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
積
雪
が
多
い
伊
吹
北
部
な
ど
の

地
域
で
は
、
新
年
早
々
か
ら
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
大
変
な
年
明

け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
数
年
ぶ
り
の
大
雪
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
踏
ま
え

て
水
源
の
里
の
振
興
策
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
雪
が
あ
っ
て
こ
そ
の
水
源
で
あ
り
、
下
流
市
民
の
生
活
、
ひ
い

て
は
琵
琶
湖
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
下
流
は
こ
の
雪
（
水
源
）

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持

ち
か
ら
上
流
地
域
と
下
流
地
域
が
お
互
い
を
思
う
絆
で
結
ば
れ
、

交
流
が
始
ま
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

合
併
後
５
年
が
経
ち
、
地
域
が
責
任
を
持
っ
て
地
域
を
運
営
す

る
地
域
主
権
の
時
代
に
入
り
、
今
こ
そ
親
子
、
家
族
、
集
落
、
地

域
間
の
絆
を
強
め
、
地
域
が
絆
で
つ
な
が
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
米
原
市
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
年
も
市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
絆
で
築
く
元
気
な
米
原
市
づ

く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
月
４
日
記
）

調理をしながら交流
「シニアな男の料理教室」
（12月11日）
調理をしながら交流を深め、地域活動に

参加する仲間づくりをしようと、50歳以上
の男性を対象に「シニアな男の料理教室」
がルッチプラザで開催されました。
この日、市内外から集まった参加者らは、
栄養たっぷりのギョーザと中華あんかけご
飯、中華スープ作りに挑戦。できあがった料
理を囲んで仲間同士の交流を深めました。ま
た、体組成計で計測した数値を確認しながら、
元気に活動するための健康な体づくりの大切
さなどについての説明も受けました。

NPO法人コメリ災害対策センターと災害時における
物資供給に関する協定を結びました（12月7日）

NPO法人コメリ災害対策センターは、平
成16年度に新潟県で起きた集中豪雨と中越
大震災の被災をきっかけに、災害対策を充
実させることを目的として平成17年9月に
設立されました。このセンターでは、株式
会社コメリの関連企業を含めた取引先と出
店地域の各自治体との物資供給ネットワー
クを構築し、災害時の物資供給や災害関連
情報の提供などの事業を行われています。
今回の市とセンターとの協定締結により、
さらに安心安全なまちづくりを目指します。
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米
原
市
の
古
代
寺
院
は
天
野
川
流
域
に

集
中
し
ま
す
。
三
大

さ

ん

だ

い

寺じ

跡あ

と（
枝
折
）・
法ほ

う

勝し
ょ
う

寺じ

跡あ

と（
高
溝
）・
飯い

村む

ら

廃は

い

寺じ

跡あ

と（
飯
）・
磯い

そ

廃は

い

寺じ

跡あ

と（
堂ど

う

谷だ

に

遺
跡
／
磯
）・
法ほ

う

泉せ

ん

寺じ

遺
跡（
本

郷
）の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
連
す

る
遺
跡
と
し
て
、
瓦
を
焼
い
た
窯か

ま

跡あ

と

で
あ

る
不ふ

動ど

う

谷だ

に

遺
跡（
番
場
）も
あ
り
ま
す
。
法

泉
寺
遺
跡
を
除
く
と
、
古
代
朝
妻
郷
と
よ

ば
れ
る
地
域
内
に
あ
り
、
古
墳
時
代
に
、

旧
近
江
町
域
に
多
く
の
古
墳
を
築
い
た
息お

き

長な

が

氏
の
勢
力
範
囲
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

東
山
道（
中
山
道
）が
通
過
し
、
河
口
に
は

古
代
以
来
の
要
港
・
朝
妻
湊み

な
と

が
営
ま
れ
ま

し
た
。

三
大
寺
跡
が
あ
る
醒
井
地
区
は
、
北
に

天
野
川
と
多
和
田
山
、
西
に
丹
生
川
。
東

西
に
霊り

ょ
う

仙せ

ん

山ざ

ん

の
山
丘
が
迫
り
、
南
は
奥
行

き
の
浅
い
醒
井
峡
谷
と
な
る
き
わ
め
て
狭

い
場
所
で
す
。
こ
こ
を
東
山
道
が
通
っ
て

い
て
、
東
の
柏
原
か
ら
は
北
陸
に
通
じ
る

北
国
脇
往
還
へ
分
岐
し
、
西
は
北
国
街
道

と
の
分
岐
点
・
鳥
居
本
や
、
朝
妻
湊
に
到

達
し
ま
す
。
山
に
囲
ま
れ
た
醒
井
は
、
畿き

内な

い

・
北
陸
・
東
国
を
結
ぶ
水
陸
交
通
の
要

衝
に
あ
り
、
地
理
的
に
東
国
と
の
交
流
を

左
右
し
て
い
ま
し
た
。「
三
大
寺
」
と
い
う

遺
跡
名
は
、
付
近
に
随ず

い

泉せ

ん

寺じ

・
福ふ

く

遊ゆ

う

寺
・

多た

聞も

ん

寺じ

な
ど
の
寺
院
が
あ
っ
た
と
い
う
伝

承
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

明
治
三
六
年
、
醒
井
小
学
校
の
増
改
築

で
白
鳳

は

く

ほ

う

時じ

代だ

い（
７
世
紀
後
半
）の
瓦
が
多
量

に
出
土
し
て
、
寺
院
の
存
在
が
わ
か
り
ま

し
た
。
昭
和
五
七
年
、
小
字
塚
原
で
発
掘

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
前
半
の
古
墳
三
基
と
、
六
世
紀
末

か
ら
七
世
紀
初
頭
の
集
落
跡
、
七
世
紀
後

半
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
建
物
の
基
礎
と
な

る
基き

壇だ

ん

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
基
壇
は
東

西
二
四
×
南
北
二
一
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の

周
り
に
は
大
量
の
瓦
が
集
め
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
が
三
大
寺
の
建
物
跡
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外

の
寺
院
遺
構
は
見
つ
か
ら
ず
、
山
が
迫
っ

た
周
辺
の
地
形
か
ら
、
壮
大
な
伽が

藍ら

ん

が
立

ち
並
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
瓦か

わ
ら

葺ぶ

き

建た

て

物も

の

一
棟

の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
醒
井
小
学
校
校
地
か
ら
瓦

が
出
土
し
た
北
側
の
地
区
も
、
地
形
的
制

約
か
ら
一
棟
程
度
の
建
物
し
か
建
立
さ
れ

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
つ
の
建
物
が
同
じ
寺
院
の
建
物
か
、

独
立
し
た
も
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
塚

原
地
区
の
建
物
に
は
、
湖
東
地
域
の
寺
院

を
中
心
に
湖
北
に
も
広
が
っ
て
い
る
湖
東

式
と
よ
ば
れ
る
近
江
特
有
の
瓦
が
葺
か
れ

て
い
た
こ
と
が
、
軒
先
部
分
の
瓦
の
文も

ん

様よ

う

か
ら
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
醒
井
小
学
校

校
地
か
ら
は
、
こ
の
瓦
と
と
も
に
奈
良
藤ふ

じ

原わ
ら
の

宮み

や

の
本ほ

ん

薬や

く

師し

寺じ

で
使
わ
れ
て
い
る
瓦
と

同
じ
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
本
薬

師
寺
は
、
壬じ

ん

申し

ん

の
乱（
六
七
二
）の
八
年
後

に
天て

ん

武む

天
皇（
大お

お

海あ
ま
の

人
皇
子

み

こ

）が
建
立
し
た

寺
院
で
す
。
壬
申
の
乱
は
天て

ん

智じ

天
皇
の

子
・
大
友
皇
子
と
弟
の
大
海
人
皇
子
と
が

争
っ
た
内
乱
で
す
。
不
破
の
関
か
ら
近
江

に
進
攻
し
た
大
海
人
軍
は
、「
息
長
の
横よ

河か

わ

」、

「
犬
上
川
の
濱
」、「
安や

す

川が

わ

の
濱
」で
の
激
戦
を

制
し
、
勢せ

多た

橋ば

し（
瀬
田
唐
橋
）で
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。
こ
の「
息
長
の
横
河
」は
、
古

代
豪
族
息
長
氏
の
拠
点
で
あ
る
旧
近
江
町

域
か
ら
醒
井
付
近
を
含
む
天
野
川
流
域
と

考
え
ら
れ
、
三
大
寺
跡
は
、
壬
申
の
乱
の

激
戦
地
に
建
て
ら
れ
た
天
武
天
皇
ゆ
か
り

の
寺
院
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
犬
上

川
な
ど
の
激
戦
地
に
も
、
死
者
の
菩
提
を

伴
う
よ
う
に
、
同
じ
文
様
を
持
つ
瓦
を
葺

い
た
寺
院
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
息
長
氏
の
勢
力
範
囲
に
建
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
壬
申
の
乱
に
お

い
て
息
長
氏
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
も
伺
え
ま
す
。
こ
れ
が
、
さ
ら
な

る
息
長
氏
と
古
代
天
皇
家
と
の
結
び
つ
き

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
さ
ら
に
こ

こ
か
ら
西
に
は
、
息
長
古
墳
群
を
は
さ
ん

で
息
長
氏
の
氏
寺
と
考
え
ら
れ
て
い
る
法

勝
寺
跡
が
あ
り
ま
す
。
（
ま
な
び
推
進
課
）

参
考
文
献：

田
中
勝
弘

『
古
墳
と
寺
院
　
琵
琶
湖
を
め
ぐ
る
古
代
王
権
』

米
原
市
の
古
代
寺
院
①
　

―
三
大
寺
跡
を
中
心
に
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
59

▲ 湖東式軒丸瓦

▲ 本薬師寺式軒丸瓦
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今
年
四
月
の
修
学
旅
行
で
沖
縄
に
行

き
ま
し
た
。
沖
縄
は
こ
れ
ま
で
に
一
度

家
族
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
と
き
は
お
も
に
沖
縄
の
北
部
を
ま

わ
り
ま
し
た
。
沖
縄
の
戦
争
の
爪
あ
と

を
見
る
の
は
今
回
の
修
学
旅
行
が
初
め

て
で
す
。

沖
縄
は
今
か
ら
六
十
四
年
前
、
日
本

で
唯
一
、
一
般
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
地

上
戦
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
人

の
死
者
は
軍
人
・
市
民
を
含
め
て
二
十

万
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
軍
人
が
日
本
人
を
死
に
追
い
詰
め
た

り
、
行
き
場
を
失
っ
た
中
で
赤
ち
ゃ
ん

を
背
負
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
に
突
撃
し
て

い
っ
た
女
性
も
い
た
よ
う
で
、
今
の
平

和
な
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な

悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
で

日
本
軍
の
組
織
的
な
抵
抗
が
終
わ
っ
た

の
が
六
月
二
十
三
日
で
、
そ
の
二
カ
月

後
に
太
平
洋
戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た
。

沖
縄
戦
の
あ
と
、
戦
争
が
終
わ
る
ま
で

に
は
二
度
に
わ
た
る
原
子
爆
弾
の
投
下

な
ど
歴
史
的
な
悲
劇
が
続
き
ま
し
た
。

な
ぜ
日
本
は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
戦
争

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

八
月
十
日
に
「
最
期
の
赤
紙
配
達
人
」

と
い
う
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が

住
ん
で
い
る
朝
妻
で
撮
影
が
行
わ
れ
て
、

私
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
戦
争
ド
ラ
マ

で
、
ず
っ
と
前
か
ら
放
送
日
を
聞
い
て

い
た
の
で
、
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

主
人
公
は
「
赤
紙
」
と
い
う
召
集
令

状
を
配
達
す
る
人
で
す
。
召
集
令
状
を

受
け
取
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
は
悪
魔

に
見
え
る
よ
う
な
そ
の
主
人
公
は
、
本

当
は
そ
の
仕
事
が
つ
ら
く
て
や
め
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
出
征
し

て
い
く
人
た
ち
の
無
事
を
密
か
に
願
い

な
が
ら
、
自
分
の
仕
事
を
最
後
ま
で
続

け
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
実
際
に
「
赤
紙
」
に
名
前
を
書

い
て
い
た
人
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

名
前
を
書
い
て
い
く
中
で
、
自
分
の
好

き
な
人
の
名
前
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

そ
の
「
赤
紙
」
を
破
っ
て
し
ま
お
う
か

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
戦
争
を

き
ら
い
、
戦
争
に
反
対
し
て
い
る
中
で
、

と
て
も
長
い
間
戦
争
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
大
切
な
家
族
や
友
だ
ち
や
好
き

な
人
を
失
い
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
、

死
な
ず
に
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を

強
く
願
い
な
が
ら
、
そ
し
て
戦
争
の
お

ろ
か
さ
に
あ
る
程
度
気
づ
い
て
い
な
が

ら
、
そ
う
と
は
言
え
ず
、
自
分
の
大
切

な
人
た
ち
を
戦
場
に
笑
っ
て
送
り
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
の
中
は
大
変
恐

ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
日

本
は
戦
争
に
勝
つ
こ
と
が
す
べ
て
で
、

戦
争
に
反
対
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
勝
手
な
言
動
す
べ
て
が
制
限
さ
れ
、

自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

も
自
由
に
言
え
な
い
と
い
う
時
代
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
言
い
た
い
こ
と
が
言
え

ず
、
そ
の
う
え
自
分
の
愛
す
る
も
の
が

奪
わ
れ
、
永
遠
に
失
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
よ
う
な
時
代
は
二
度
と
来
て
ほ

し
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
行
っ
た
沖
縄
で
は
ひ
め

ゆ
り
の
塔
、
平
和
記
念
公
園
、
ガ
マ
を

見
て
き
ま
し
た
。
戦
争
で
は
、
特
に
沖

縄
戦
で
は
、
子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
、

お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
女
性
も
特
別

扱
い
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
な
悲

劇
が
沖
縄
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
初
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
今
の
日
本
は
本
当
に

平
和
で
す
が
、
こ
れ
は
沖
縄
戦
を
は
じ

め
六
十
四
年
前
の
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
こ
の
よ
う
に
平

和
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
死
を
む
だ
に
し
な
い

た
め
に
、
二
度
と
戦
争
は
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
赤
紙
」
を
配
達
さ
れ
て
い
た
ド
ラ
マ

の
主
人
公
は
ま
だ
生
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

も
う
百
歳
に
な
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
そ

し
て
戦
争
に
徴
兵
さ
れ
た
人
々
に
つ
い

て
の
資
料
を
残
し
て
お
ら
れ
数
年
前
に

公
開
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
戦
後
、
資
料

を
す
べ
て
焼
却
し
ろ
と
い
う
軍
の
命
令

に
そ
む
い
て
、
密
か
に
自
宅
で
保
管
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
主

人
公
は
戦
後
議
員
な
ど
を
つ
と
め
、
地

域
の
た
め
に
、
戦
争
で
な
く
な
ら
れ
た

方
々
の
分
ま
で
社
会
に
尽
く
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
生
き
方

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
方
の
よ
う
に

信
念
と
気
骨
を
も
っ
て
生
き
て
い
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。
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1
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２
―
６
６
２
９
5
５
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―
４
５
３
９

「
人
権
作
品
」
は
、
人
権
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
一

般
の
方
々
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

人権作品のご紹介

「作文・中学生の部」最優秀賞

『戦争について思うこと』
米原中学校３年

荒
あ ら

尾
お

淳
あ つ

美
み

さん
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確定申告で「医療費控除」の申告をされるみなさんへ

医療費の領収書は国保の「高額療養費申請」にも必要です
医療費の支払いが高額になった場合、その額が法で定められた『自己

負担限度額（月額）』を超えると、超過分は「高額療養費」として支給

されます。高額療養費の手続きには支払った医療費の領収書が必要です。
※後期高齢者医療保険をはじめ加入中の保険によっては不要の場合もあります。

平成21年中に支払った医療費のうち、ひと月ごとの医療費が高額療養

費の該当になると思われる方は、確定申告（医療費控除）で領収書を提

出される前に、医療費の領収書を持って高額療養費の申請をしてくださ

い。国保に加入されている方は、市役所各庁舎の窓口で申請手続きをお

願いします。

お問い合わせ　市 医療保険課（近江庁舎） 1５２―６９２２　5５２―８７３０

確定申告期間前に年金受給者、給与所得者の医療費控除、住宅借入金等特別控除および中途退職に係る
還付申告会場を開設しますので、ご利用ください。

当日は青色申告決算書・収支内訳書の作成方法についても併せて説明します。なお、会場では申告書の
受付および個別相談は行いませんので、ご了承ください。

※還付を受けるための申告書は、２月15日（月）以前でも提出することができます。
ただし、税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、税務署では相談および申告の受付は行っておりません。

※各会場とも午前中は、大変混み合うことが予想されます。
※各会場では、パソコンを利用した申告書の作成を推進しています。
※電話でのお問い合わせは、長浜税務署に電話していただいた後、アナウンスに従い電話機を操作してください。■問 長浜税務署 1 62－6144

税務署からのおしらせ

所得税・消費税の決算・確定申告説明会

サラリーマンや年金受給者のための還付申告

1月29日（金）

13時～16時

開催日時 会　　場 内　　　　　　　　　容

勤労者福祉会館　

「臨湖」

＊給与所得や年金所得者等を中心とした確定申告書Ａ
様式の記載方法など
＊事業所得、不動産所得や農業所得者等を中心とした
確定申告書Ｂ様式の記載方法など
＊消費税等の確定申告書の記載方法など

開　催　日会　　場 受付時間

長浜市役所　浅井支所
（長浜市内保町2490－1）

米原公民館

山東公民館

長浜市民交流センター
(長浜市地福寺町4－36)

長浜市役所　高月支所
（高月町渡岸寺160 旧高月町役場）

2月2日（火）

2月3日（水）・2月4日（木）

2月5日（金）

2月8日（月）・2月9日（火）

2月12日（金）

午前の部

9時30分～12時

午後の部

13時～15時30分

※『自己負担限度額（月額）』は、年齢や世
帯の所得状況によって区分されています。
詳しくは、担当までお問い合わせください。

※窓口で領収書をコピーし、原本をお返しし
ます。

※国保以外の方は、加入中の健康保険（組合）
にお問い合わせください。
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米原市内の交通事故（平成21年12月31日現在）
件数　170件（ －60件 ）、死者　4人（ ＋1人 ）、傷者　223人（ －82人 ）※カッコ内は前年比

広告主を募集します

入札参加資格審査申請の受付について

掲載物の概要

「クリーンカレンダー」
ごみの収集日を市民のみなさ
んにお知らせする平成22年度
版のカレンダーです。

20,000部

A3横版の紙面右下2枠
縦30mm.×横85mm.カラー刷

平成22年4月～
平成23年3月末まで

申込金額の高い順に決定

1月15日(金)～1月29日(金)
＊郵送の場合は必着

申込書に必要事項と申込金額
を記入し、広告原稿案を添え
て下記まで。

市 環境保全課（伊吹庁舎）
1 58－2230 5 58－1630

55,000枚程度

封筒裏面に1枠
縦55mm.×横100mm.1色刷

平成22年5月頃～
平成23年3月頃まで

申込金額の最高額に決定

1月21日(木）～2月5日(金)
＊郵送の場合は必着

申込書に必要事項と申込金額
を記入し、広告原稿案を添え
て下記まで。

市 税務課（近江庁舎）
1 52－1556 5 52－8730

15,000部

A4版の裏表紙に6枠
縦45mm.×横94mm.カラー刷
＊2枠分で1枠にすることも可

平成22年4月から1年程度
（新ガイド作成まで）

1枠25,000円

1月12日(火）～2月5日(金)
＊郵送の場合は必着

申込書に必要事項を記入し、
広告原稿案を添えて下記まで。

市 政策秘書課（米原庁舎）
1 52－6626 5 52－5195

作 成 枚 数

広 告 規 格

広 告 期 間

掲 載 料

募 集 期 間

申 込 方 法

そ の 他

お問い合わせ

「納税通知書送付用封筒」
市から納税者に送付する納税
通知の送付用封筒です。

「乗合タクシー利用案内ガイド」
乗合タクシー（まいちゃん
号＆カモン号）の平成22年度
版利用案内ガイドです。

申込書様式は市のウェブサイトからダウンロードできます。
詳細は各担当にお問い合わせください。

受 付 機 関 米原市

建設工事、コンサルタント等
業務、物品供給、庁舎等管理、
土木施設維持管理業務

平成22年4月01日から
平成24年3月31日まで

2月1日(月)から2月12日(金)
まで＊土日祝日を除く
9時～12時／13時～16時

郵送不可・下記へ直接持参

市役所各庁舎で配布、市公式
ウェブサイトからダウンロー
ド、または郵送請求

詳細は申請マニュアルを参照
または下記まで

市 財政課（米原庁舎）
1 52－6781 5 52－4447

＊建設工事
＊委託・設計・コンサルタント等
＊物品調達

要綱を参照またはお問い合せ
ください

2月1日(月)から2月10日(水)
まで＊土日祝日を除く
9時～11時30分／13時30分～16時

郵送不可・下記へ直接持参

ホームページからダウンロー
ドまたは総務課で配布（実費
によりコピー）

詳細は要綱を参照または下記
まで

長浜水道企業団 総務課
1 62－4101 5 63－6819

① 建設工事
② 設計・測量コンサルタント・
施設維持管理等

③ 物品（修繕）

平成22年4月01日から
平成23年3月31日まで
（③は平成24年3月31日まで）

2月1日(月)から2月26日(金)
まで＊土日祝日を除く
8時30分～12時／13時～17時15分

郵送不可・下記へ直接持参

ホームページからダウンロー
ドまたは総務課で配布

詳細は要領を参照または下記
まで

湖北広域行政事務センター 総務課
1 62－7142 5 65－0245

種 別

有 効 期 間

受 付 期 間
および時間

受 付 方 法

書 類 配 布

そ の 他

受付および
お問い合わせ

長浜水道企業団 湖北広域行政事務センター



冬場から春先にかけては、年間で最
も輸血用血液が不足しがちです。
また、少子高齢化により、今、健康
で若いみなさんの一層の献血への協力
が求められています。新成人のみなさ
ん、「はたちの記念」に献血にいきま
しょう！
期間s1月1日(金)～2月28日(日)
献血会場▼
湖北献血ルーム
長浜市列見町11番10  サンパレス内
1 0120-890-689
献血バスによる献血
バスの予定は、滋賀県赤十字血液
センターのホームページでご確認
ください。
http://www.shiga.bc.jrc.or.jp/
献血できる方s16歳から69歳までの
健康な方（65歳以上の献血につい
ては、60～64歳の間に献血経験が
ある方）

持ち物s免許証または健康保険証、お
持ちの方は献血カード（献血手帳）

■問 市 健康づくり課(山東庁舎)
1 55－8105 5 55－8130

「米原市次世代育成支援行動計画
（後期計画）」の案について、みなさん
からのご意見を募集します。案の閲覧
方法などは下記のとおりです。
実施期間s2月1日(月)～3月1日（月）
案の閲覧場所s市役所各庁舎情報プ
ラザ・行政サービスセンター・市
立図書館・市公式ウェブサイト

ご意見の提出s閲覧場所の窓口で直接
お渡しいただくか、下記担当までご
提出ください。

■問 市 こども家庭課(山東庁舎)
1 55－8104 5 55－4040
■ kodomokatei@city.maiabra.lg.jp

普通の主婦でありながら40代半ば
から芸能界へ飛び込み、50代にして夫
婦漫才にチャレンジされている辻イト
子さんにご講演いただきます。お誘い
あわせのうえ、ぜひご参加ください。
＊手話通訳・要約筆記あり
＊託児あり（要予約1/20まで）
日時s1月30日（土）13時～15時10分
会場sルッチプラザ
内容s事例発表「モデル地域における男
女共同参画の取り組み」、講演「笑いと
明るさで夫婦円満！～心にゆとりを～」

■問 市 人権推進課(米原庁舎)
1 52－6629 5 52－4539
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1月～2月は「はたちの献血」
のキャンペーン期間です

ご参加ください！「認めあう 女
と男のパートナーフォーラム」

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,633人（－48） 男20,408人（－23） 女21,225人（－25） 世帯数13,682世帯（－13）

65歳以上の人口　10,292人　　高齢化率　24.72% ※（ ）内は前月との比較【平成22年1月1日現在】

パブリックコメント（市民意見）
の募集について

★ 丈の長い厚めのカーテンを使い、冷気
の進入を防ぎましょう。

★ 肌寒い時は１枚余分に着ましょう。
★ 部屋を出る10分位前に暖房を切り、
余熱を利用しましょう。

★ 温度計を置いて、お子さんと一緒にチ
ェックするのもいいですね。

（環境保全課）

29今月の表紙
モダンにアレンジ。門松づくり。

新年を祝い、年神を家に迎え入
れるための依代として玄関前など
に飾られる門松。
2009年最後の土曜日の12月

26日、ジョイいぶきで門松づく
りが行われました。講師のアドバ
イスを聞きながら、千両や柳など
を使って自由にアレンジ。最後に
竹まりや凧の飾りをつけて完成。
今年のお正月は一味違った門松が
玄関先を飾ったのでしょうね。

消防車を売却しました

■問 市 財政課（米原庁舎）
1 52－6781 5 52－4447

11月15日号で公
募した消防車を
252,500円で売
却しました。

第5回 米原市民スキー大会

● 実施日時 2月20日（土）
12時～受付/14時～競技開始

● 会　　場 奥伊吹スキー場
● 参加資格 市内在住・在勤・在学の方

市体育協会の加盟団体に所属の方
● 参 加 料 無料（駐車場・リフト代は参

加者負担）
● 種　　目 大回転（スキーの部/スノーボ

ードの部）
● 申込方法 申込書に記入のうえ、下記まで

・体育協会事務局（まなび推進課）
・伊吹山麓体育館
・公民館（山東・近江・米原）

● 申込締切 2月12日（金）
● そ の 他 大会実施の有無は、2月17日（水）正午に決定します。

■問 米原市体育協会事務局まなび推進課（山東庁舎）
1 55－8106 5 55－4040

参加者募集！

地球に優しく！
暖房は室温20℃を心がけましょう



消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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契約でトラブルにならないための セルフチェック 契約でトラブルにならないための セルフチェック 

困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

安易に契約して後悔したり、あとで契約書面を確認して初めて「そんなはずではなかった」などと気づ
いたりすることはありませんか。
その場の雰囲気でなんとなく契約したり、説明をよく聞かず内容があやふやなまま契約すると、このよ
うなことになりかねません。

契約後、被害にあってから被害を回復するのは大変な時間と労力とお金がかかります。
トラブルを避けるためには、内容をよく確認し、理解したうえで慎重に契約をすることが大切です。契
約の際には、次のポイントをチェックしてみましょう。

全国の消費生活センターに「太陽光発電システム」
の訪問販売に関する相談が増えています。このシス
テムは太陽のエネルギーを給湯だけでなく暖房など
にも利用するシステムのことで、主な相談内容は
「事実と異なる説明を受け契約したが解約したい」
「よく考えると高額なので解約したい」といったも
のです。
消費者の環境意識の高ま
り、補助金制度や余剰電力
の買取制度などにより、今
後さらにシステムの普及が
進むことが予想されます。
次の点を十分に確認して契
約してください。

問題点
（1）売電収入について過剰な説明や、売電制度に

ついて不正確な説明をしている
（2）補助金の対象外であるのに、「補助金が受けら

れる」と説明している
（3）契約を急がせる、お得感の強調、長時間にわ

たる勧誘等で、冷静に検討できない
消費者へのアドバイス
（1）複数の見積りを取り、納得できる事業者と契

約をしましょう
（2）補助金、発電量、売電量などについて、自分

でも情報収集しましょう
（3）トラブルにあったら、消費生活相談窓口に相

談してください

太陽光発電システムの訪問販売のトラブルが増加
－「売電収入」や「補助金」の過剰な

セールストークに惑わされないで －

□ 本当に、今、必要な商品またはサービスですか

□ 代金はいくらですか　支払い総額はいくらですか

□ 商品やサービスの内容と価格が納得できるものですか

□ 他の業者や同様の他商品と比べましたか

□ 契約書の内容にわからない点はありませんか

□ 契約が守られなかったとき、どうなるか確認しましたか

□ 長期間の契約が続けられますか

□ 途中で解約できるものですか

□ サービスのしくみは理解できるものですか　

□ 絶対もうかると勧誘されていませんか

消費者被害
注意速報

Check!
親切な言葉で時間をかけて説明してもらっ

たから、断るのが悪いなどということはあり
ません。
納得がいくまで話を聞き、よく確かめるこ

とが大切です。
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